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金
魚
ち
ょ
う
ち
ん
リ
ン
グ
ノ
ー
ト

来
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

市
で
は
、

２
月
１
日
か
ら
、

市
観
光
協
会
が
実
施
し
て
い

る

「パ
ワ
ー
ス
ポ

ッ
ト
め
ぐ

リ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
に
参

加
し
た
空
港
利
用
者
や
市
内

有
料
観
光
施
設
を
利
用
し
た

際
の
記
念
グ

ッ
ズ
と
し
て
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
羽
田
空

港
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（１

月

１８

日
～

２。

日
）
と
、
き

ん
さ
い
柳
井
　
物
産
フ
ェ
ア

Ｔ
月
２３
日
～
２７
貝

墓
昼

日
本
橋

の
お
い
で
ま
せ
山

口

館
）

の
来
場
者
に
進
呈
し
て

い
る
。

非
売
品
で
空
港
利
用
者
の
記
念
グ
ツ
ズ
に

柳
井
市
は
、
岩
国
錦
帯
橋

空
港
開
港
記
念
グ

ッ
ズ
の
第

１
弾
と
し
て
、

「金
魚
ち

ょ

う
ち
ん
リ
ン
グ
ノ
ー
ト
Ａ
Ｎ

Ａ
特
別
版
」

（Ａ
６
サ
イ
ズ
）

を
製
作
。

２
月
１
日
か
ら
、

柳
井
市
を
訪
れ
た
空
港
利
用

者
な
ど
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

市
は
今
回
、
柳
井

（Ｙ
Ａ

Ｎ
Ａ
Ｉ
）
の
ロ
ー
マ
字
の
中

に
、

「
Ａ
Ｎ
Ａ
」

が
あ
る
こ

と
に
着
目
。
Ｙ

（柳
井
）
と

Ｉ

（岩
国
）
を
Ａ
Ｎ
Ａ
が
結

ぶ
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
で
、

柳
井
ブ
ラ
ン
ド
商
品
で
あ
る

金
魚
ち
ょ
う
ち
ん
リ
ン
グ
ノ

ー
ト

（木
阪
賞
文
堂
）

の
Ａ

Ｎ
Ａ
特
別
版
を
１
０
０
０
冊

（
３．

万
５
０
０
０
円
）
製
作

し
た
一

企
画
に
当
た

っ
て
は
、
同

空
港
に
就
航
し
て
い
る
全
日

本
空
輸

（Ａ
Ｎ
Ａ
）
山
口
支

店
に
提
案
し
、
同
社

の
了
解

を
得
て
、
作
製
の
運
び
と
な

っ
た
。

ノ
ー
ト
の
表
面
は
、
全
面

に
描
か
れ
た
金
魚
ち
ょ
う
ち

ん
の
顔
と
Ａ
Ｎ
Ａ
の
飛
行
機

を
デ
ザ
イ
ン
。
色
は
Ａ
Ｎ
Ａ

カ
ラ
ト
の
青
色
。
裏
面
に
は
、

山
口
県
柳
井
市
の
地
図
と
白

壁
と
金
魚
ち
ょ
う
ち
ん
の
写

真
、
金
魚
ち
ょ
う
ち
ん
の
由

報
を
発
令
し
た
も
の
。

地
域
別
で
は
、

岩
国

の
３。
．

６３
人
が
ト

ツ
プ

で
、

次

い
で

長
門

の
２５
・
６７
人
、

下
関

の
２。

。
９３
人
。
柳
井

は

１５
・
２。
人
と

な

っ
て
い
る
。

県
で
は
、

感
染
予
防
と
し
て
、

①

手
洗

い
、

う
が

い
を
し
ま

し

ょ
う
②
栄
養
、
睡

眠
を
十

分

に
取

り
、

普
段

か
ら
抵
抗

力
を
高
め
て
お
き
ま
し

ょ
う

山

口
県
は
２２
日
、
柳
井
市

内
に
あ
る
認
知
症
対
応
型
共

同
生
活
介
護
施
設
で
、

ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
（小
型
球
形
ウ
イ

ル
ス
）
が
原
因
と
み
ら
れ
る

感
染
性
胃
腸
炎
が
集
団
発
生

し
、
入
所
者
と
職
員

１。
人
が

発
症
し
た
と
発
表
し
た
。

な
お
、
こ
の
商
品
は
数
量

限
定
の
非
売
品
の
た
め
、

販

売
は
し
て
い
な
い
。

⌒
写
真
は
柳
井
市
が
製
作
し

た
岩
国
錦
帯
橋
空
港
開
港
記

念
グ

ッ
ズ

「金
魚
ち
ょ
う
ち

ん
リ
ン
グ
ノ
ー
ト
Ａ
Ｎ
Ａ
特

別
版
じNOTE 300K
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県
健
康
福
祉
部
健
康
増
進

課
に
よ
る
と
、

１８
日
か
ら
入

所
者

７
人

（
８。
～

９。
歳
代
）
、

職
員
３
人
が
順
次
発
症
。
お

う
吐
や
下
痢
の
症
状
が
出
て
、

う
ち
入
所
者
３
人
か
ら
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ
れ
た
。

重
症
者
は
い
な
か

っ
た
。

２２
日
現
在
「
５
人
は
回
復
し
ぃ

残
る
５
人
も
快
方
に
向
か

っ

て
い
る
と
い
う
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ア」
の

施
設
に
対
し
、
消
毒
方
法
な

ど
の
衛
生
指
導
を
行

っ
た
。

県
で
は
、
感
染
性
胃
腸
る

の
予
防
対
策
と
し
て
、
①
石

け

ん

で
よ
く
手

を
洗

い
士

し

ょ
う
②
感
染

し
た
人

の

便

や
お
う
吐
物

に
は
直
梓

触

れ
な

い
よ
う

に
し
ま
し

ょ
う
③
食

品

の
取
り
扱

い

に
注
意

し
ま
し

ょ
う
④

調

理
器
具
は
よ
く
洗

っ
て
懇

菌
し
ま
し

ょ
う
、
と
呼
び
か

け
て
い
る
。

一

入
所
者
と
職
員

１０
人
が
集
団
感
染

第
１５
回
「安
下
庄
海
の
市
」

１
月
２７
日
新
名
物
の
カ
キ
七
輪
焼
き
な
ど

第
１５
回
「安
下
庄
海
の
市
（１

月
場
所
ご
が
２７
日
（旧
）
、
午
前

９
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
、
周

防
大
島
町
西
安
下
庄
の
橘
総
合

支
所
奥
漁
協
管
理
地
で
行
わ
れ

る
。
安
下
庄
海
の
市
実
行
委
員

会
主
催
。

安
下
庄
海
の
市
は
、
地
域
の

活
性
化
と
交
流
の
場
を
め
ざ
し
、

１
昨
年
Ｈ
月
か
ら
毎
月
１
回
ペ

ー
ス
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

お
り
、
今
回
で
１５
回
目
と
な
る
。

今
回
の
特
色
は
次
の
通
り
。

①
新
鮮
海
産
物
・農
産
物
の
提

供
（瀬
つ
き
ア
ジ
や
寒
ブ
リ
、
車

海
老
の
提
供
、
地
元
新
鮮
野
菜

の
提
供
）

②
新
鮮
海
産
物
や
農
産
物
の
網

焼
き
（新
名
物
カ
キ
や
鮮
魚
を

網
焼

き
で
提
供
、

新
鮮
野
菜

左

七
輪
焼
き
で
提
供
）

③

イ

ベ

ン
ト

（
み

か
キ

ン

。
み

か
ト
ト
登
場
、

恒
例

の
夢

人

ラ

イ
ブ
）
　

　

　

　

　

　

　

　

一

④

お
楽
し
み

コ
ー
ナ
ー

（福
引

き
で
景
品
ゲ

ツ
ト
、
輪
投
げ

で

景
品
ゲ

ッ
ト
）

⑤

こ
ど
も
市
場

（地
元

の
こ
ど

も
た
ち
や
高
専
生
に
よ
る
野
菜
＾

バ

ン
・
東
北
支
援
特
産
品

の
師

一冗
、

地
元
高
専
生

の
特
製
釜

に

よ
る
焼
き
芋
販
売
）

⑥
島

ス
ク

エ
ア
プ

ー

ス

（島

ス

ク
エ
ア
修
了
生

の
起
業
に
向
け

て
の
準
備

・紹
介

コ
ー
ナ
ー
）

問

い
合
わ
せ
先
は
、

安
下
昨

海

の
市
実
行
委
員
会

（
８
０
Ｒ

２
０
ｏ
７７
・
・
０
０
４
）
ま
で
。
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